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夏
目
漱
石
は
29
歳
の
と
き
、
第
五
高
等

学
校
教
授
と
し
て
熊
本
に
赴
任
し
た
。
桃

山
様
式
の
回
遊
式
庭
園
や
江
津
湖
周
辺
の

散
策
を
楽
し
ん
だ
こ
と
で
あ
ろ
う
。
漱
石

は
水
前
寺
公
園
の
水
景
を
眺
め
〈
湧
く
か

ら
に
流
る
ゝ
か
ら
に
春
の
水
〉
の
句
を
残

し
、
ま
た
高
浜
年
尾
は
〈
江
津
の
水
浮
藻

を
流
し
止
ま
ざ
り
し
〉
と
詠
ん
だ
。
熊
本

県
は
い
た
る
処
で
湧
水
に
遭
遇
す
る
。
阿

蘇
山
に
降
っ
た
雨
は
地
下
水
と
な
り
、
や

が
て
伏
流
水
と
し
て
表
わ
れ
る
。
豊
か
な

地
下
水
を
涵
養
す
る
九
州
山
地
の
広
葉
樹

林
帯
を
有
す
る
熊
本
県
は
、
水
源
地
や
湧

水
群
の
宝
庫
で
あ
る
。
肥
後
は
「
火
の
国
」

と
言
わ
れ
る
が
「
水
の
国
」
で
も
あ
る
。

昭
和
60
年
選
定
、
昭
和
の
名
水
に
轟
渓
流
、

白
川
水
源
、
菊
池
水
源
、
池
山
水
源
が
選

ば
れ
、
日
本
の
水
を
き
れ
い
に
す
る
会
編

『
平
成
の
名
水
百
選
』（
ぎ
よ
う
せ
い
２
０
０

９
）
に
は
、
水
前
寺
江
津
湖
湧
水
群
、
金

峰
山
湧
水
群
、
南
阿
蘇
村
湧
水
群
、
六
嘉

湧
水
群
・
浮
島
の
４
地
点
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
名
水
の
書
と
し
て
、
田
中
伸
廣
著

『
阿
蘇
山
と
水
』（
一
の
宮
町
２
０
０
０
）、
熊

本
日
日
新
聞
社
編
・
発
行
『
熊
本
の
名
水
』

（
１
９
９
８
）、
同
『
く
ま
も
と
水
と
緑
の
百

景
』（
１
９
８
６
）
が
あ
る
。
嘉
島
町
下
六

嘉
の
六
嘉
湧
水
群
の
中
に
、
縦
25
ｍ
、
横

20
ｍ
、
７
コ
ー
ス
の
天
然
プ
ー
ル
が
あ
る
。

ロ
ー
マ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
１
０
０
ｍ
背
泳
ぎ

で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
田
中
聡
子
さ
ん

は
、
中
学
時
代
こ
の
湧
水
天
然
プ
ー
ル
で
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練
習
を
重
ね
た
。
阿
蘇
の
湧
水
が
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
水
泳
選
手
を
育
て
た
と
い
え
る
。

数
あ
る
名
水
の
な
か
で
上
益
城
郡
御
船

町
田
代
の
吉よ

し

無
田

む
た

水
源
を
取
り
上
げ
て
み

る
。
阿
蘇
外
輪
山
の
裾
野
に
あ
る
水
源
で
、

吉
無
田
の
国
有
林
地
の
伏
流
水
と
地
下
水

が
一
緒
に
な
り
湧
水
と
な
っ
て
い
る
。
周

囲
に
茂
っ
て
い
る
大
木
は
、
文
化
12
年

（
１
８
１
５
）
に
当
時
の
細
川
藩
山
支
配
役

が
、
水
不
足
解
消
の
一
大
植
林
事
業
を
興

し
、
杉
や
檜
な
ど
が
う
っ
そ
う
と
林
立
し
、

水
を
蓄
え
、
そ
れ
が
八
勢

や
せ

川
に
注
ぎ
、
農

業
用
水
に
利
用
さ
れ
、
村
の
人
々
の
暮
ら

し
を
助
け
た
。
２
０
０
年
経
た
今
で
も
役

立
っ
て
い
る
。
湧
水
量
は
一
日
当
た
り
約

1.3
万
ｔ
、
水
温
14
℃
（
水
温
は
湧
水
地
の

温
度
と
同
じ
だ
と
い
う
）、
水
質
も
良
く

多
く
の
人
が
水
汲
み
に
訪
れ
る
。
水
源
の

そ
ば
に
は
、
道
を
隔
て
て
「
水
神
社
」
と

「
山
神
社
」
が
祀
ら
れ
て
あ
り
、
さ
き
に

「
水
神
社
」
に
お
参
り
し
て
、
湧
水
を
戴

き
、
帰
り
に
は
「
山
神
社
」
に
お
礼
を
す

る
と
い
う
。

熊
本
の
湧
泉
研
究
会
編
『
水
は
伝
え
る

熊
本
の
湧
泉
』（
熊
本
電
波
工
業
高
等
専
門
学
校

出
版
会
２
０
０
４
）
は
、
１
９
８
４
年
か
ら

９
年
を
か
け
て
、
県
下
の
自
然
の
湧
水
を

対
象
と
し
た
調
査
研
究
書
で
あ
る
。
調
査

湧
水
は
１
３
３
３
カ
所
で
、
調
査
項
目
は
、

湧
水
に
ま
つ
わ
る
伝
説
・
伝
承
、
行
事
・

風
習
、
湧
水
の
呼
称
の
由
来
、
利
用
現
況
、

水
質
分
析
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
調
査
で

は
、
お
寺
や
神
社
以
外
に
、
多
く
の
個
人

の
家
庭
で
使
わ
れ
て
い
る
湧
水
も
紹
介
さ

れ
て
お
り
、
日
常
の
生
活
用
水
に
重
宝
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
る
。
水
を
使
っ
て
、

水
を
守
る
精
神
が
生
き
て
い
る
。

こ
こ
で
、
熊
本
県
の
河
川
の
姿
を
追
っ

て
み
た
い
。
熊
本
県
は
九
州
地
方
の
ほ
ぼ

中
央
に
位
置
し
、
人
口
は
１
８
２
万
人
を

擁
し
、
面
積
は
７
４
０
５
h
、
そ
の
内
訳

は
森
林
62
・
７
％
、
農
用
地
17
・
２
％
、

宅
地
4.8
％
、
道
路
3.8

％
、
水
路
・
河
川

2.7
％
、
原
野
0.1
％
、
そ
の
他
8.7
％
と
な
っ

て
い
る
。
熊
本
県
の
北
東
部
に
は
、
世
界

的
な
カ
ル
デ
ラ
を
持
つ
阿
蘇
山
、
南
部
に

は
九
州
山
地
が
広
が
り
、
こ
れ
ら
の
山
地

を
水
源
と
す
る
菊
池
川
、
白
川
、
緑
川
、

球
磨
川
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ほ
ぼ
東
か
ら
西
へ

向
か
っ
て
流
れ
、
有
明
海
と
八
代
海
に
注

ぐ
。
八
代
海
を
挟
ん
で
天
草
諸
島
が
連
な

る
。
気
候
は
内
陸
山
地
と
海
岸
で
は
か
な

り
違
う
が
、
全
体
的
に
温
暖
多
雨
で
寒
暑

の
差
は
大
き
い
。
阿
蘇
の
外
輪
山
の
渓
流

を
集
め
、
菊
池
渓
谷
を
下
り
菊
池
平
野
を

潤
し
、
有
明
海
に
注
ぐ
菊
池
川
、
阿
蘇
根

子
岳
に
源
を
発
し
、
豊
富
な
湧
水
を
集
め

て
南
郷
谷
を
流
れ
、
阿
蘇
谷
を
下
っ
て
き

た
黒
川
と
合
流
し
、
熊
本
市
を
流
下
し
有

明
海
に
注
ぐ
白
川
、
熊
本
県
の
ほ
ぼ
中
央

部
を
東
西
に
横
断
し
て
有
明
海
に
注
ぐ
緑

川
、
九
州
山
地
を
水
源
と
し
て
人
吉
盆
地
、

八
代
平
野
を
流
れ
八
代
海
に
注
ぐ
球
磨
川

の
四
つ
の
河
川
で
あ
る
。

江
戸
初
期
に
、
加
藤
清
正
は
こ
れ
ら
の

四
つ
の
河
川
に
対
し
、
治
水
と
利
水
事
業

を
行
な
い
、
現
在
の
熊
本
の
町
を
形
成
し

た
。
清
正
は
慶
長
12
年
（
１
６
０
７
）
熊
本

城
を
築
き
、
そ
の
城
や
町
を
守
る
た
め
に
、

白
川
を
付
け
替
え
、
水
門
、
堰
を
造
り
、

土
砂
の
流
入
を
防
ぐ
た
め
に
、
白
川
と
坪

井
川
を
分
離
さ
せ
、
洪
水
を
減
災
さ
せ
、

ま
た
坪
井
川
に
は
城
を
防
禦
す
る
堀
の
役

割
を
も
た
せ
、
舟
運
に
も
役
立
つ
よ
う
に

改
修
し
た
。
城
内
に
は
１
２
０
基
の
井
戸

を
掘
り
、
食
用
の
た
め
の
銀
杏
を
植
え
た
。
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井
手
堰
で
取
水
さ
れ
た
白
川
の
水
は
、
白

川
中
流
域
の
灌
漑
用
水
と
し
て
使
わ
れ
る
。

こ
こ
の
水
田
は
ザ
ル
田
で
あ
っ
て
、
普
通

の
水
田
の
減
水
深
は
30
㎜
ほ
ど
で
あ
る
が
、

１
１
０
㎜
程
に
の
ぼ
る
。
こ
の
水
量
は
地

下
水
涵
養
と
な
っ
て
、
地
下
水
バ
イ
パ
ス

を
通
じ
て
、
砥
川
溶
岩
分
布
域
の
健
軍
・

庄
口
水
源
地
、
江
津
湖
、
秋
田
水
源
地
、

浮
島
な
ど
に
湧
き
出
て
く
る
。
清
正
に
よ

っ
て
開
発
さ
れ
た
人
工
の
地
下
水
流
で
あ

る
。
清
正
に
よ
っ
て
開
田
さ
れ
た
白
川
中

流
域
（
大
津
町
・
菊
陽
町
）
に
あ
る
約
１
５

０
０
ha
の
水
田
で
使
用
さ
れ
た
水
、
す
な

わ
ち
熊
本
の
飲
料
・
生
活
用
水
の
１
０

０
％
を
ま
か
な
う
地
下
水
は
、
そ
こ
か
ら

の
浸
透
水
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
水

田
に
お
け
る
使
用
水
量
が
熊
本
市
民
の
命

の
水
を
左
右
す
る
こ
と
に
な
る
。
現
在
減

反
政
策
に
よ
り
、
地
下
水
涵
養
量
の
減
少

が
生
じ
た
た
め
、
そ
の
対
策
と
し
て
、
湛

水
面
積
を
な
る
べ
く
減
少
さ
せ
な
い
営
農

方
式
と
し
て
、
飼
料
イ
ネ
の
導
入
、
ニ
ン

ジ
ン
畑
の
湛
水
（
水
張
り
）
が
行
な
わ
れ
て

い
る
。

熊
本
の
水
道
は
１
０
０
％
地
下
水
で
ま

か
な
わ
れ
て
い
る
が
、
熊
本
市
水
道
局

編
・
発
行
『
熊
本
市
水
道
80
年
史
』（
２
０

０
７
）
を
ひ
も
解
け
ば
、
そ
の
地
下
水
の

確
保
は
苦
労
の
連
続
で
あ
っ
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
恵
ま
れ
た
地
下
水
は

産
業
の
発
展
に
伴
い
次
第
に
汚
染
が
拡
が

り
、
過
剰
汲
み
上
げ
の
結
果
、
水
の
減
少

を
き
た
し
て
い
る
。
く
ま
も
と
の
地
下
水

を
考
え
る
会
編
・
発
行
『
地
下
水
か
ら
の

警
告
—
市
民
が
つ
く
っ
た
地
下
水
の
本
』

（
１
９
９
０
）、
朝
日
新
聞
熊
本
支
局
編
『
水

は
救
え
る
か
』（
葦
書
房
１
９
８
９
）
は
、
熊

本
の
水
の
汚
染
、
枯
渇
の
実
態
と
そ
の
対

策
に
迫
っ
て
い
る
。
昭
和
51
年
３
月
熊
本

市
議
会
は
、
次
の
よ
う
な
地
下
水
保
全
都

市
宣
言
を
行
な
っ
た
。「
わ
が
熊
本
市
は

豊
か
な
緑
と
清
冽
な
地
下
水
に
恵
ま
れ
た

自
然
の
下
生
成
発
展
を
遂
げ
て
来
た
が
、

今
日
に
お
け
る
無
秩
序
な
地
下
水
の
開
発

と
自
然
環
境
の
破
壊
は
、
今
や
地
下
水
の

汚
染
を
は
じ
め
そ
の
枯
渇
さ
え
憂
慮
さ
れ

る
状
態
に
あ
る
。
よ
っ
て
、
本
議
会
は
市

民
の
総
意
を
結
集
し
て
自
然
環
境
の
回
復
、

保
全
を
は
か
り
、
貴
重
な
水
資
源
を
後
世

ま
で
守
り
伝
え
て
い
く
こ
と
を
誓
い
、
こ

こ
に
わ
が
熊
本
市
を
地
下
水
保
全
都
市
と

す
る
こ
と
を
宣
言
す
る
」。
そ
し
て
熊
本

市
地
下
水
保
全
条
例
を
制
定
し
た
。
熊
本

県
保
険
医
協
会
編
『
く
ま
も
と
水
防
人

さ
き
も
り

物

語
』（
槙
書
房
１
９
９
８
）
、
熊
本
市
環
境
保

全
局
編
・
発
行
『
く
ま
も
と
「
水
」
検
定

公
式
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
』（
２
０
０
８
）
の

書
は
、
日
本
一
地
下
水
都
市
熊
本
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
と
と
も
に
、
熊
本
市
民
の
手
に

よ
っ
て
、
森
と
川
と
海
の
地
下
水
を
含
ん

だ
水
の
循
環
シ
ス
テ
ム
の
健
全
化
と
永
続

性
を
図
り
、
そ
の
行
動
を
強
調
す
る
。

終
わ
り
に
、
熊
本
に
お
け
る
農
業
水
利

と
し
て
、
本
田
彰
男
著
『
肥
後
農
業
水
利

史
』（
熊
本
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
１
９

７
０
）
、
熊
本
県
編
・
発
行
『
熊
本
県
農
業

水
利
誌
』（
１
９
７
４
）
、『
砥
用
東
部
土
地

改
良
区
史
』（
１
９
７
６
）
、
高
田
素
次
編
・

著
『
百
太
郎
溝
史
』（
百
太
郎
溝
土
地
改
良
区

１
９
９
３
）
、
幸
野
溝
土
地
改
良
区
編
・
発

行
『
復
刻
　
幸
野
溝
』（
１
９
９
６
）
、
矢
部

町
・
通
潤
地
区
土
地
改
良
区
編
・
発
行

『
通
潤
橋
架
橋
１
５
０
周
年
記
念
誌
』（
２
０

０
４
）
を
挙
げ
る
。

白
川
で
の
治
水
、
利
水
技
術
は
堰
を
造
り
、

そ
の
堰
か
ら
の
灌
漑
用
水
路
に
は
「
鼻
ぐ

り
」
と
い
う
工
法
を
用
い
、
水
勢
で
土
砂

が
用
水
路
に
溜
ま
ら
な
い
よ
う
に
工
夫
さ

れ
て
い
る
。
白
川
の
下
流
に
は
石
塘ど

も

、
石

塘
堰
、
二
本
木
堰
を
築
き
、
水
量
調
節
や

水
田
保
護
を
図
っ
た
。
菊
池
川
で
は
、
河

口
玉
名
の
干
拓
、
横
島
小
島
石
塘
、
唐
人

川
改
修
、
く
つ
わ
塘
８
カ
所
、
船
着
場
の

工
事
を
行
な
っ
た
。
さ
ら
に
緑
川
で
は
、

鵜
の
瀬
堰
の
施
工
、
御
船
川
の
付
け
替
え
、

六
門
わ
ん
ど
（
流
土
の
沈
降
池
）、
杉
島
ど
ん

と
（
石
造
り
の
直
線
水
路
）
、
た
ん
た
ん
落
と

し
（
乗
越
堤
）
、
清
正
堤
を
築
い
た
。
球
磨

川
で
は
遥
拝
堰
を
造
っ
た
。
清
正
は
こ
れ

ら
の
工
事
従
事
者
に
は
男
女
の
区
別
な
く

米
や
給
金
を
支
払
い
、
労
働
時
間
を
厳
守

さ
せ
た
と
い
う
。
清
正
の
事
業
に
つ
い
て

は
、
熊
本
城
跡
保
存
会
編
・
発
行
『
加
藤

清
正
の
土
木
治
水
』（
１
９
３
６
）
、
中
野
嘉

太
郎
著
『
復
刻
版
加
藤
清
正
伝
』（
青
潮
社

１
９
７
９
）
、
矢
野
四
年
生
著
『
加
藤
清
正

—
治
水
編
』（
清
水
弘
文
堂
１
９
９
１
）
、
谷

川
健
一
編
『
加
藤
清
正
—
築
城
と
治
水
』

（
冨
山
房
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
２
０
０
６
）
、

熊
本
工
事
事
務
所
編
・
発
行
『
加
藤
清
正

の
川
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
』（
１
９
９
５
）

に
詳
し
く
論
じ
る
。

中
世
か
ら
近
世
に
向
か
っ
て
、
河
川
舟

運
が
最
も
発
達
し
た
時
代
で
あ
り
、
次
の

よ
う
な
書
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

熊
本
県
教
育
委
員
会
編
・
発
行
『
熊
本
県

歴
史
の
道
調
査
—
菊
池
川
水
運
』（
１
９
８

７
）、
同
『
熊
本
県
歴
史
の
道
調
査
—
菊
池

川
水
運
・
資
料
編
』（
１
９
８
７
）
、
同
『
熊

本
県
歴
史
の
道
調
査
—
緑
川
水
運
』（
１
９

８
９
）
、
同
『
熊
本
県
歴
史
の
道
調
査
—
球

磨
川
水
運
』（
１
９
８
８
）
の
書
で
あ
る
。

菊
池
川
の
高
瀬
湊
、
緑
川
の
河
口
川
尻
湊

は
米
や
小
麦
の
物
資
輸
送
で
賑
わ
っ
た
。

肥
後
米
は
有
明
海
、
瀬
戸
内
海
を
通
し
て

大
坂
の
米
蔵
に
運
ば
れ
た
。

清
正
は
坪
井
川
と
白
川
を
分
離
し
治
水

対
策
を
行
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

の
後
も
た
び
た
び
水
害
は
起
こ
っ
た
。
１

９
５
３
年
６
月
、
西
日
本
を
襲
っ
た
豪
雨

は
白
川
を
氾
濫
さ
せ
、
熊
本
市
内
に
大
災

害
を
及
ぼ
し
た
。
白
川
の
流
路
が
洪
水
の

た
め
旧
河
川
に
流
れ
込
ん
だ
。
総
降
水
量

は
阿
蘇
黒
川
で
８
８
０
㎜
を
超
え
、
熊
本

市
で
も
６
０
０
㎜
近
い
記
録
的
な
豪
雨
で

阿
蘇
の
山
肌
は
削
り
と
ら
れ
、
火
山
灰
を

含
ん
だ
泥
水
が
市
街
地
を
埋
め
つ
く
し
た
。

こ
の
未
曾
有
の
災
害
に
つ
い
て
、
熊
本
工

事
事
務
所
編
・
発
行
『
濁
流
の
中
か
ら
昭

和
28
年
６
月
26
日
白
川
大
水
害
体
験
記
』

（
１
９
９
５
）、
熊
本
日
日
新
聞
社
編
・
発
行

『
６
・
26
白
川
水
害
50
年
』（
２
０
０
３
）
に

そ
の
惨
事
を
映
し
出
す
。
こ
の
災
害
を
機

に
白
川
は
河
川
改
修
が
進
ん
だ
。
な
お
、

坪
井
川
に
つ
い
て
は
、
柿
本
竜
治
編
『
坪

井
川
と
と
も
に
く
ら
す
』（
成
文
堂
２
０
０

７
）
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
白
川
は
、
と
き
に
は
流
域

の
人
々
に
害
を
及
ぼ
す
が
、
古
来
か
ら
農

業
用
水
の
役
割
を
担
っ
て
き
た
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
水
は
還

元
さ
れ
て
下
流
域
の
熊
本
市
に
お
け
る
豊

富
で
清
浄
な
湧
水
を
も
た
ら
し
、
水
前

寺
・
江
津
湖
・
浮
島
な
ど
の
湧
泉
も
地
下

水
バ
イ
パ
ス
を
通
じ
て
表
れ
、
そ
れ
が
ま

た
熊
本
市
民
の
水
道
水
と
し
て
供
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
を
指
摘
す
る
の
は
、
柴

崎
達
雄
編
著
『
農
を
守
っ
て
水
を
守
る
—

新
し
い
地
下
水
の
社
会
学
』（
築
地
書
館
２

０
０
４
）
で
あ
る
。
大
津
町
上
井
手
堰
、
下


